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はじめに 

 
この「特許調査報告書シリーズ」では、注目される技術テーマを選び、基本的には 2000

年以後に発行された 21 世紀の発明を対象に特許情報を俯瞰し、特許から見た技術動向や

企業動向を調査分析しています。そして、この報告書では有機 EL（エレクトロルミネッ

センス）を光源に用いる照明のことを有機 EL 照明とし、その中でも特に重要性の高いい

わゆる一般照明に重点をおいて有機 EL 照明に関する特許情報を調査しています。 
 
有機 EL は自発光と薄型を特徴にしてディスプレイ分野で急速に実用化が進み、携帯電

話やカーナビから大画面 TV へと市場が拡大しています。さらに長寿命化と高輝度化によ

り、膨大な市場を持つ一般照明が有機ＥＬの視野に入り、照明分野の技術革新となる動き

が注目されています。 
 
一方、一般照明は白熱灯や蛍光灯、高輝度放電灯（HID）に代表され、第一に社会で広

く使用され、第二に対象を明るく照らし、第三に生活に快適な明かりを提供するという、

三つの役割があるといわれています。蛍光灯だけでも国内生産量が年間 7 億個という膨大

な市場です。 
 
一般照明では大量に、安く、安定して生産できる技術が求められ、環境配慮型の低エネ

ルギー・低資源消費型ロールツーロール蒸着や連続塗布プロセス、生産技術が注目されま

す。1 万時間以上の寿命や生活の質に係わる明るさ、演色性など、光源の素子構造は照明

以外の企業が新規参入する上で工夫する重要な要素です。有機 EL 照明では、照明器具の

デザイン性だけでなく、照明システムとして新たな用途展開を通じて一般照明の市場構造

を大きく変える可能性も否めません。 
 
有機ＥＬ照明への動向は、実際の特許情報にも反映されています。この調査報告書では、

有機ＥＬを照明に使う生産技術、特異な面光源の構造、点灯回路技術、各種照明器具への

展開などを「製造方法」、「素子構造」、「回路」、「用途展開」として取り上げます。なお、

有機 EL 材料はディスプレイ用途と照明用途との間で共通性が高く、また、有機ＥＬ材料

に関して別に特許調査を予定していることなどから、この調査報告書では特に一般照明に

絞った材料関連の特許情報だけを「材料」として取り上げました。基本的に画素（ピクセ

ル）による画像表示を特定事項とする有機 EL 表示（ディスプレイ）に関する特許情報は

取り上げていませんが、照明の参考になる特許情報は参考情報として取り上げました。 
 
どんな企業が、どんな技術を特許出願しているか、有機 EL 照明の全体像を俯瞰し、自

他の位置づけを探り、これからの研究開発の路線策定や知財戦略を検討する基礎データと

して、この資料をご活用ください。 
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Ⅰ．総論 

 

3 NeoTechnology

SAMPLE



１．この調査報告書の目的 

 
この報告書では最近の有機 EL 照明に関する動向を探ることを目的としています。 
 
膨大な市場をバックにする一般照明の有機 EL 化は、21 世紀の重要な技術革新となり、

産業構造の大きな変化につながる可能性があります。そこで、2000 年 1 月 1 日～2007 年

8 月 2 日の間に発行された有機 EL 照明に関する国内特許情報を調べ、白熱灯や蛍光灯、

高輝度放電灯（HID）などの一般照明に標的を絞った有機 EL の特許情報に基づいて、主

要な技術動向と、注目される企業動向を分析しています。 
 
 

２．調査範囲 

 
（１）調査対象とした技術（本件技術） 

白熱灯や蛍光灯、高輝度放電灯（HID）と同じく一般照明に供することを目的とする

有機 EL 照明技術（以下、本件技術）を、この調査では積極的な調査対象技術といたし

ました。 
 
消極的な調査対象技術として、照光スイッチやハンドライト、電飾、看板、道路標識、

計器類の文字盤照明、あるいは、一部の投射型プロジェクタやラインスキャナの光源、

車載ヘッドランプなどの特殊用途の光源でも、一般照明の参考になる技術は極力含めて

います。また、明細書の記載で照明に言及している技術は、本資料の特徴である一般照

明へのフォーカスを損ねない範囲に限り、消極的な範囲に含めています。同様に、液晶

用バック（フロント）ライト技術も広義には照明との境界が未だ不明確なので消極的範

囲に含めました。 
 
しかし、有機 EL の関連技術であっても、画素（ピクセル）やマトリクス方式、RGB

カラー表示などの画像表示に関する表示（ディスプレイ）技術、あるいは、照明と積極

的（必然的）な係わりがない汎用的技術は調査対象に加えませんでした。 
 
（２）調査対象とした特許情報 

2000 年以後、2007 年 8 月 2 日*までに発行された国内（公開・（再）公表）特許情報

であって、上記本件技術に関係する可能性がある特許情報（計 4,759 件）を調査対象と

しました（詳細検索式については、3 項の検索式の説明を参照）。 
なお、実用新案は調査していません。 

*一部の公報は、技術的内容を充実させるため、同年 9 月末日までの発行分も補充調査しています。 
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４．技術分類 

 
この調査では、一般照明を中核とし、その他の照明にまで視野を広げ、有機 EL 照明の

全体像を特許情報に基づいて俯瞰でき、主要な動きを把握できる分類構造を検討し、ノイ

ズ情報を除く特許情報全件（1,549 件）に技術分類を付与しました。 
 
技術分類構造の設定に際しては、一般照明を含む広義の照明を含む直近 2007 年公開の

有機 EL 関連特許情報（231 件）を予備調査し、技術的課題や発明の特定事項を抜き出し、

共通性を調べ、パテントマインドマップ手法を用いて全体を俯瞰でき、しかも、最近数年

間の動きから自然に今後の動向が浮かび上がる分類構造を検討しました（技術分類構造を

示すパテントマインドマップ参照）。 
 
なお、技術分類の付与に当たっては、いわゆる発明のカテゴリーによるのではなく、発

明の主たる技術的特徴をクレームと明細書の記載内容から技術専門家が把握し、分類付与

を行なっています。同様に、一群の発明を一つの出願に含めるいわゆる多項制の場合、発

明の主たる特徴を把握して単一の技術分類を付与しています。 
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（１）製造方法（該当 358 件。A ランク 21 件） 

生産プロセスや製造装置に特徴がある特許情報を対象としています。 
有機 EL 照明の生産側面に注目し、いわゆる生産技術的観点で技術的課題に着目した発

明を捉えました。この分類にはロールツーロール（R2R）やフィルムプロセス、蒸着や塗

布、シールなどの連続生産技術のほか、評価装置などが含まれています。 
なお、素子構造と表裏一体の素子製造方法に関する発明は、素子構造に区分しています。 

 
（２）素子構造（該当 581 件。A ランク 128 件） 
照明用 EL としての発光素子（デバイス）構造に特徴がある特許情報を対象としていま

す。 
有機 EL の特徴を活かすいわゆるデバイス構造の観点で技術的課題に着目した発明を捉

えました。発光層を挟む多層構成や電極構造、熱対策、封止構造などのほか、大面積パネ

ルやフレキシブル性を活かす素子構造などが含まれています。 
なお、素子構造と密接な関係がある材料に関する発明でも、素子構造に特徴がある場合

には、この素子構造に区分しています。 
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（３）回路（該当 132 件。A ランク 59 件） 
電流駆動型の有機 EL の回路系に特徴がある特許情報を対象としています。 
有機 EL の駆動回路や駆動波形、パネル内の電極配線やパネル間の結線、照明システム

などが含まれています。 
なお、容量性駆動が図示されているが両極性有機 EL 駆動方式との関連で参考になると

思われるものも含まれています。 
 
（４）用途展開（該当 212 件。A ランク 111 件） 
白熱灯や蛍光灯、高輝度放電灯（HID）などと同等のいわゆる一般照明への用途展開に

特徴がある特許情報を対象としています。汎用の照明器具のほか、有機 EL の大面積シー

ト特質を活かす内装用や無影照明などの特殊照明も含まれています。 
 

（５）材料（該当 227 件。A ランク 19 件） 
発光材料や蛍光材料、シール材料、基板材料など、材料（主として組成）に特徴がある

特許情報を対象としています。有機 EL を一般照明に利用する上で生じる技術的課題に着

目した材料の発明を捉えました。 
 
（６）その他（該当 39 件。A ランク 4 件） 

有機 EL を特徴とはしていないが一般照明の参考になる特許情報、あるいは、照明以外

の別異な技術的課題に着目しているが観点を変えると有機 EL 照明の参考になる特許情報

を対象としています。 
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Ⅱ．企業動向 
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特許情報には出願人（企業）の意図が表れます。有機 EL 照明に関する特許情報をみる

と、材料素材や素子デバイスの製造メーカー、照明器具メーカー、利用側の企業など、様々

の企業が独自の市場や独自技術などの得意ワザを活かして有機 EL 照明に取り組んでいる

様子が分かります。 
下図は、この調査で重要度 A ランクが付与された有機 EL 照明に関する特許情報を 6 件

以上有していた企業 12 社の技術分類別の件数構成を示すバブルチャートです。 
 

製造方法 素子構造 回路 用途展開 材料 その他

ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

松下電工

豊田自動織機

松下電器産業

セイコーエプソン

東芝エレベータ

日本精機

富士フイルム

ｾﾞﾈﾗﾙ・ｴﾚｸﾄﾘｯｸ

東北パイオニア

ｲｰｽﾄﾏﾝ　ｺﾀﾞｯｸ

日東電工

 

 
代表的な 12 社について、各企業の主な特徴を次ページ以降にまとめます。 
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１．コニカミノルタホールディングス株式会社 

 
材料から製造方法、素子構造から用途展開、回路まで全方位に特許出願を展開していま

す。特に白色に着目した発光材料開発や塗布方式を組み込んだロールツーロール生産など

に系統的な特許出願を展開している点が注目されます。川下に向かい一般照明への用途展

開に転じれば素材からランプまでの一貫した強さを発揮するでしょう。 
 
＜技術分類チャート＞ 

0

2

4

6

8

10
製造方法

素子構造

回路

用途展開

材料

その他

 
 
＜出願年別件数推移＞ 

0

5

10

15

20

25

30

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

出願年

件
数
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公開特許ＪＰ抄録
特開2007-188065
（Ｐ２００７－１８８０６５Ａ）

(43)公開日  平成19年(2007)7月26日審査請求  未請求  請求項の数12  ＯＬ （全16頁）

(21)特願2006-333169

(22)平成18年(2006)12月11日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   G02B   5/02    (2006.01) 2H042             G02B   5/02          C  
   H05B  33/02    (2006.01) 3K107             H05B  33/02             
   H01L  51/50    (2006.01) 5F041             H05B  33/14          A  
   H05B  33/14    (2006.01)                   H05B  33/14          Z  
   H01L  33/00    (2006.01)                   H01L  33/00          M  

優(31)特願2005-360648
先(32)平成17年(2005)12月14日
権(33)日本国(JP)

【Ｆターム】2H042 BA04  BA14  BA20  
            3K107 AA01  AA05  BB02  CC05  
                  EE30  EE33  FF15  

(71)出願人  コニカミノルタオプト株式会社 東京都八王子市石川町２９７０番地
(72)発明者  直井  由紀

(54)【発明の名称】光学素子及び照明装置

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】  面状発光素子等からの光を効率良く正面方向

に取り出すことができるプリズムシートを提供すること

。

【解決手段】  有機ＥＬ素子２０の発光層２２から拡散

しつつ出射された光束のうち、発光層２２の法線方向に

対する傾きが大きい光束については、プリズムシート３

０に入射し、凸部３２の傾斜面３２ｂを通過する際に、

Ｘ方向に関して光成分が集光される。また、プリズムシ

ート３０に入射した光束のうち、発光層２２の法線方向

に対する傾きが大きくない光束については、凸部３２の

平坦面３２ａに入射した場合、この平坦面３２ａをほぼ

直進して凸部３２の正面方向に射出される。結果的に、

発光層２２の法線方向である照明装置１０の正面方向に

対して高輝度の表示を行うことができる。

【選択図】  図１

【技術分野】

【０００１】

本発明は、面状発光素子等から射出された光の進行方向

を変換することができる光学素子と、このような光学素

子を備えた照明装置とに関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

入射面と、

前記入射面の反対側に形成され複数の凸部を有する射出

部と、

を備える光学素子であって、

前記凸部を前記入射面に垂直な基準面に投影した基準形

状が略台形状であり、

前記基準形状の高さをｈ１とし、前記基準形状の２つの

斜辺を延長してできる三角形の高さをｈ２とした場合に

、以下の条件

１≦（ｈ２－ｈ１）／ｈ２×１００≦３５

を満たす光学素子。

【請求項２】

前記基準形状は、略等脚台形状である請求項１記載の光

学素子。

【請求項３】

前記凸部を前記入射面と前記基準面とに垂直な直交面に

投影した直交形状が略台形状である請求項１及び請求項

２のいずれか一項記載の光学素子。

【請求項４】

前記凸部は、四角錘台形状を有する請求項３記載の光学

［続きあり］
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公開特許ＪＰ抄録
特開2007-250501
（Ｐ２００７－２５０５０１Ａ）

(43)公開日  平成19年(2007)9月27日審査請求  未請求  請求項の数6  ＯＬ （全65頁）

(21)特願2006-76300

(22)平成18年(2006)3月20日

(51)Int.Cl.                                  ＦＩテーマコート゛（参考）
   H05B  33/12    (2006.01) 3K107             H05B  33/12          C  
   H01L  51/50    (2006.01)                   H05B  33/14          B  

【Ｆターム】3K107 AA01  BB01  BB02  BB03  
                  CC08  CC09  DD51  DD53  
                  DD59  DD64  DD67  FF15  

(71)出願人  コニカミノルタホールディングス株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番１号
(72)発明者  中山  知是（外2名）

(54)【発明の名称】有機エレクトロルミネッセンス素子、表示装置及び照明装置

［続きあり］

(57)【要約】

【課題】発光波長の異なる複数の発光材料を有し、特に

白色発光を呈する有機エレクトロルミネッセンス素子に

おいて色度の対駆動電流安定性に優れた素子、それを用

いた表示装置及び照明装置を提供する。

【解決手段】陽極と陰極の狭間に少なくとも一つの主発

光層と補助発光層を有する有機エレクトロルミネッセン

ス素子において、主発光層が、発光極大エネルギーが０

．２ｅＶ以上異なる２種以上の燐光発光材料を含有し、

かつ該燐光発光材料中、最も発光エネルギーの大きい燐

光発光材料が最大モル濃度で含有されていること、及び

補助発光層が該主発光層と陽極の間、又は該主発光層と

陰極の間に存在し、かつ該主発光層中の低エネルギー側

の発光材料を主たる発光材料として含有していることを

特徴とする有機エレクトロルミネッセンス素子。

【選択図】なし

【実施例】

【０１７１】

以下、実施例により本発明を説明するが、本発明はこれ

らに限定されない。

【０１７２】

《有機ＥＬ素子１－１の作製》

陽極として３０ｍｍ×３０ｍｍ、厚さ０．７ｍｍのガラ

ス基板上に、ＩＴＯ（インジウムチンオキシド）を１２

０ｎｍ成膜した支持基板にパターニングを行った後、こ

のＩＴＯ透明電極を付けた透明支持基板をイソプロピル

アルコールで超音波洗浄し、乾燥窒素ガスで乾燥し、Ｕ

Ｖオゾン洗浄を５分間行った。この透明支持基板を市販

の真空蒸着装置の基板ホルダーに固定した。

【０１７３】

真空蒸着装置内の蒸着用るつぼの各々に、各層の構成材

料を各々素子作製に最適の量充填した。蒸着用るつぼは

モリブデン製またはタングステン製抵抗加熱用材料で作

製されたものを用いた。

【０１７４】

次いで、真空度４×１０
- 4
Ｐａまで減圧した後、ｍ－Ｍ

［続きあり］

【技術分野】

【０００１】

本発明は有機エレクトロルミネッセンス素子、液晶表示

装置、及び照明装置に関する。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

陽極と陰極の間に少なくとも一つの主発光層と補助発光

層を有する有機エレクトロルミネッセンス素子において

、主発光層が、発光極大エネルギーが０．２ｅＶ以上異

なる２種以上の燐光発光材料を含有し、かつ該燐光発光

材料中、最も発光エネルギーの大きい燐光発光材料が最

大モル濃度で含有されていること、及び補助発光層が、

該主発光層と陰極の間に存在し、かつ該主発光層中の低

エネルギー側の燐光発光材料を主たる発光材料として含

有していることを特徴とする有機エレクトロルミネッセ

ンス素子。

【請求項２】

陽極と陰極の間に少なくとも一つの主発光層と補助発光

層を有する有機エレクトロルミネッセンス素子において

、主発光層が、発光極大エネルギーが０．２ｅＶ以上異

なる２種以上の燐光発光材料を含有し、かつ該燐光発光

材料中、最も発光エネルギーの大きい燐光発光材料が最

大モル濃度で含有されていること、及び補助発光層が該

主発光層と陽極の間に存在し、かつ該主発光層中の低エ

ネルギー側の発光材料を主たる発光材料として含有して

いることを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス素

子。

［続きあり］
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Ⅲ．技術動向 
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１．全体的な技術動向 

 
特許情報を技術分類して整理してみると、有機 EL 照明は、発光材料から光源デバイス、

照明器具などの用途展開に及ぶすそ野の広い総合技術だということが分かります。 
 
下表は A ランクに取り上げられた有機 EL 照明に関する特許情報件数を技術分類別にみ

た毎年の件数推移表です。 
 

技術 

分類 

出願年 
製造方法 素子構造 回路 用途展開 材料 その他 総計 

1997 1 2 1       4 
1998 1 4 1 4   10 
1999   3 3 2 2  10 
2000   15 4 5  2 26 
2001 1 12 3 11 2  29 
2002 1 21 5 6 1  34 
2003 2 29 10 24 2 2 69 
2004 5 15 10 23 3  56 
2005 9 18 21 31 6  85 
2006 1 9 1 5 3  19 
総計 21 128 59 111 19 4 342 

 
有機 EL 照明全体の出願件数の推移を総計の数値の変化で見ると、2000 年以後に急激に

出願件数が増えていることが分かります。なお、2006 年分の出願件数が少ないのは、出

願日から 1.5 年経過後に公開する公開制度のため、この調査を行なった時点では未公開の

ものが多く、今後、公開されてくることによるものです。 
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下図は A ランクに取り上げた有機 EL 照明に関する出願件数の技術分類別比率を示す円

グラフです。 
 

素子構造
38%

回路
17%

用途展開
32%

その他
1% 製造方法

6%
材料
6%

 
有機 EL 照明では素子構造に次いで用途展開に関する出願件数が共に三割を越え、両方

で全体の七割程度を占めています。これに対して、重要な技術観点である一般照明の製造

方法や材料に係わる出願件数は少なく、それぞれの比率は一割に達していません。 
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２．技術分類ごとの技術動向 

 
特許情報を技術分類に従って区分すると、個々の技術分類に係わる具体的な技術要素や

技術分類ごとの注目すべき着眼点などが浮かび上がってきます。さらに、有機 EL 照明に

関する技術開発は実際には様々の技術が互に絡み合って全体が変化していることも分か

ります。下図は、ちょうどレンコンを輪切りにするように、有機 EL 照明の技術分類ごと

に典型例を示したガイドマップです。 

 
 
次ページ以降に技術分類ごとの技術動向分析と、ねらいと手段のパテントマインドマップ、

および A ランクと B ランクの特許の三件抄録を掲載しています。 
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（２）素子構造 
発光素子（デバイス）構造の関連では明るく、造りやすく、使いやすい面光源の素子構

造が求められています。積層反射光（2007-053089 NOVALED）、半導体 LED と有機 EL
の複合（2006-228557 小泉産業）、繊維コア型（2007-141823 住友化学）などが典型例で

す。廃棄時の分解性に着目した例など、具体的な課題に対応する最近の典型例から、素子

構造の多様化傾向をうかがうことができます。 
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＊＊　公 開 特 許 Ｊ Ｐ ３ 件 抄 録　＊＊
作成日：2007/10/11< 検索期間：昭58/01/01～平19/10/10 > page:122

No 公報番号 国 際 分 類 識別 出願番号 発　明　の　名　称 出 願 人 氏 名（名称） 全頁

   31 特開2007-141823 2006-282294   11
(H19/06/07) (H18/10/17)

  H05B  33/00       発光素子 住友化学株式会社
  H01L  51/50       

(57)【要約】      （修正有）
【課題】輝度がより高い発光素子を提供することにある
。
【解決手段】外側の少なくとも一部に第１の電極が載置
された繊維コアと、該繊維コアおよび／または第１の電
極の外側の表面に載置された少なくとも１層の発光層と
、該発光層の外側の表面の少なくとも一部に載置された
不透明の第２の電極とを含み、該第１の電極および該第
２の電極は繊維長軸方向に連続して載置されており、該
第２の電極が該発光層の外側の表面の３０％以上８０％
以下の部分を占有することを特徴とする繊維状の発光素
子。
【選択図】図１

（山本  恭子  ）

   32 特開2007-148236 2005-345581   14
(H19/06/14) (H17/11/30)

  G09F   9/00       自発光パネル及びその製 東北パイオニア株式会社
  H05B  33/02       * 造方法

(57)【要約】
【課題】自発光パネル基板の余分な面積部分を少なくす
ることで、有効な多面取り数を確保し生産コストを低減
させること、表示部面積に対する自発光パネルの占有面
積を減少させ、自発光パネルを搭載する電子機器の小型
・軽量化を可能にすること、マザー支持基板の切断・分
割時に生じる亀裂等を防ぎ、自発光パネル基板の形状に
拘わらず高い生産性を確保できること。
【解決手段】マザー支持基板１０m上に封止された複数
の自発光部２を形成し、自発光部２から引き出された引
出配線２ａが形成された接続部３をマザー支持基板１０
m上の自発光部２以外の領域に形成したものであって、
マザー支持基板１０m上の隣接する自発光部２間の領域
に、隣接する自発光部２のそれぞれから張り出して接続
部３を形成する張り出し領域を並べて区画する屈折した
分割予定線Ｌａを設定すると共に、この屈折した分割予
定線Ｌａの一部又は全部に沿って孔加工部Ｐａを形成し
、直線状の分割予定線Ｌに沿って切断加工することで、
単体の自発光パネルを得る。
【選択図】図３

（会田  俊春  ）

   33 特開2007-157343 2005-346567    9
(H19/06/21) (H17/11/30)

  H05B  33/04       ＥＬパネル ＴＤＫ株式会社
  H01L  51/50       *

(57)【要約】
【課題】  安定した発光特性が得られるＥＬパネルを提
供すること。
【解決手段】  好適な実施形態のＥＬパネル１０は、基
板２、ＥＬ素子４、ＥＬ素子４を覆う保護層６、及び、
封止板８をこの順に備えた構成を有している。そして、
保護層６は、３０～７０％の硬化度を有する硬化性樹脂
によって全体が構成されている。
【選択図】  図１

（関  淳一  ）
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＊＊　公 開 特 許 Ｊ Ｐ ３ 件 抄 録　＊＊
作成日：2007/10/11< 検索期間：昭58/01/01～平19/10/10 > page:124

No 公報番号 国 際 分 類 識別 出願番号 発　明　の　名　称 出 願 人 氏 名（名称） 全頁

   37 特開2007-179828 2005-375883   20
(H19/07/12) (H17/12/27)

  H05B  33/04       有機電界発光素子および 富士フイルム株式会社
  H01L  51/50       * その製造方法

(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、水分および酸素に対する耐久性の強い有機電界発光素子および
その製造方法を提供するものである。
【解決手段】基板上に、順に、第１電極、少なくとも１層の発光層を含む有機化合物層、
第２電極、及び保護層を有する有機電界発光素子およびその製造方法であって、該保護層
が少なくとも２層有し、前記第２電極に近い第１保護層が絶縁性有機物を含有する層であ
り、前記第２電極から遠い第２保護層が金属ハロゲン化物を含有する層であることを特徴
とする。
【選択図】なし

（佐藤  祐  外1名）

   38 特開2007-179950 2005-379360   10
(H19/07/12) (H17/12/28)

  H05B  33/04       ＥＬパネル ＴＤＫ株式会社
  H01L  51/50       

(57)【要約】
【課題】  ＥＬ素子本来の発光特性が十分に得られると
ともに、安定した発光特性を維持できるＥＬパネルを提
供すること。
【解決手段】  好適な実施形態のＥＬパネル１０は、基
板２、ＥＬ素子４、その上面に設けられたパッシベーシ
ョン膜５、ＥＬ素子４を覆う保護層６、及び、封止板８
をこの順に備えた構成を有している。この保護層６は、
光カチオン硬化型樹脂及び酸トラップ剤を含有するもの
である。
【選択図】  図１

（関  淳一  ）

   39 特開2007-179982 2005-380215   19
(H19/07/12) (H17/12/28)

  H05B  33/10       電界発光素子の製造方法 触媒化成工業株式会社

(57)【要約】
【課題】高輝度を有し、高歩留まり、低コストで大画面
化が可能な電界発光素子を提供する。
【解決手段】本発明の製法は、電界発光素子の、特に、
粒子を塗布して形成される、蛍光体層・電子放出源を含
む蛍光体層・誘電体層などを、冷間等方圧縮により、圧
縮させることにより、発光層や誘電体層の機能を向上し
、高輝度発光素子を提供するものである。
【選択図】図１

（伊藤  武夫  外1名）
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Ⅴ．該当特許一覧表 
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次ページ以降に該当特許 1,549 件の一覧表を公報番号順に掲載します。公報番号、出願

日、発明の名称、出願人のほか、重要度ランキングと技術分類を付与しています。 
 
＜重要度ランキング＞ 
ランク 内容 
A 有機 EL 照明に関する特許情報であり、しかも、一般照明あるいは相当の技術を発明の特定

事項として取り上げている特許情報。 
B 有機 EL の用途の一例として照明にも触れてはいるが、いわゆる一般照明を特定事項とする

発明ではなく、面光源としてのバックライトや特殊照明等に関する特許情報は、面光源とし

て技術的共通性があり得るので採用した。有機 EL 照明でも電飾やライン光源、交通標識な

どの特殊光源に限った特許情報も含めている。 
C 参考情報。有機 EL ディスプレイや表示の特許情報、あるいは、有機 EL 照明に限らない一

般的な特許情報であるが、他社動向や権利侵害などに備える場合には役立つと思われる参考

情報。 
 
＜技術分類＞ 
（１）製造方法 
生産プロセスや製造装置に特徴がある特許情報を対象としています。 
有機 EL 照明の生産側面に注目し、いわゆる生産技術的観点で技術的課題に着目した発明を捉えまし

た。この分類にはロールツーロール（R2R）やフィルムプロセス、蒸着や塗布、シールなどの連続生産

技術のほか、評価装置などが含まれています。 
なお、素子構造と表裏一体の素子製造方法に関する発明は、素子構造に区分しています。 
 
（２）素子構造 
照明用 EL としての発光素子（デバイス）構造に特徴がある特許情報を対象としています。 
有機 EL の特徴を活かすいわゆるデバイス構造の観点で技術的課題に着目した発明を捉えました。発

光層を挟む多層構成や電極構造、熱対策、封止構造などのほか、大面積パネルやフレキシブル性を活か

す素子構造などが含まれています。 
なお、素子構造と密接な関係がある材料に関する発明でも、素子構造に特徴がある場合には、この素

子構造に区分しています。 
 
（３）回路 
電流駆動型の有機 EL の回路系に特徴がある特許情報を対象としています。 
有機 EL の駆動回路や駆動波形、パネル内の電極配線やパネル間の結線、照明システムなどが含まれ

ています。 
なお、容量性駆動が図示されているが両極性有機 EL 駆動方式との関連で参考になると思われるもの

も含まれています。 
 
（４）用途展開 
白熱灯や蛍光灯、高輝度放電灯（HID）などと同等のいわゆる一般照明への用途展開に特徴がある特

許情報を対象としています。汎用の照明器具のほか、有機 EL の大面積シート特質を活かす内装用や無

影照明などの特殊照明も含まれています。 
 
（５）材料 
発光材料や蛍光材料、シール材料、基板材料など、材料（主として組成）に特徴がある特許情報を対

象としています。有機 EL を一般照明に利用する上で生じる技術的課題に着目した材料の発明を捉えま

した。 
 
（６）その他 
有機 EL を特徴とはしていないが一般照明の参考になる特許情報、あるいは、照明以外の別異な技術

的課題に着目しているが観点を変えると有機 EL 照明の参考になる特許情報を対象としています。 
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